
農 林 政 策 課

【主な所掌事務】

（総務チーム） （経理チーム） （農地・管理チーム）

・庶務一般、組織・人事 ・部内各課室の予算・決算、工事 ・農業振興地域の整備に関する法律

・部内各課の経理事務 経理 ・農地法等

・給与・福利厚生 ・国有農地等の管理

（企画・広報チーム） （研究推進チーム） （担い手支援チーム）

・部内の総合企画調整 ・農林水産部関係公設試の統括 ・認定農業者、農業法人、集落営

・議会、農業団体 ・試験研究予算・決算 農の確保・育成

・新秋田元気創造プランの進行管理 ・研究機関業務評価、研究課題評価 ・担い手への農地の利用集積

・新ふるさと秋田農林水産ビジョ ・職務発明、職務育成品種 ・農業委員会、農業会議

ンの推進 ・農業公社、公益法人指導

・広報・広聴 ・新規就農者の確保･育成

・表彰、農林水産祭 ・農業士の認定

・労働力確保対策





事 業 名 地域農業を担う経営体発展支援事業【地域活性化対策基金】 担 当 担い手支援チーム

事業年度 平成14～ 事業主体 県、集落営農、市町村 当初予算額 58,636 千円

６月補正後 74,214 千円

事 認定農業者等に対して、経営改善の指導・助言を行い、経営体質の強化を図る 財 国 庫 43,320 千円

業 とともに、農業経営の法人化や円滑な経営継承・集落営農の再編等を支援し、担 源 繰入金 15,276 千円

目 い手の安定的な経営発展を促進する。 内 諸収入 40 千円

的 訳 一 般 15,578 千円

実 １ 認定農業者等育成支援事業 807千円（○入 807千円）

施 効率的・安定的な農業経営に向けた目標を有する「認定農業者」への誘導を図るとともに、規模拡大や複合化

内 など、収益性の向上や経営管理能力の向上に向けた取組を支援し、地域農業の根幹を支える担い手を確保・育成

容 する。

（１）事業内容

①認定農業者に対する経営改善支援

経営改善セミナー、認定農業者等支援研修会の開催

②認定農業者の確保・育成

認定農業者・法人化への誘導と経営改善支援、農業経営改善計画の作成支援

（２）事業主体 県（①は秋田県農業再生協議会（事務局：（一社）秋田県農業会議）へ委託）

２ 農業経営・就農支援体制整備推進事業 13,005千円（○国 12,546千円、○入 459千円）

担い手の安定的な経営発展を促進するため、農業経営の法人化や集落型農業法人等の円滑な経営継承、就農定

着等を支援する。

（１）事業内容

①農業経営・就農サポート推進事業

ア 経営戦略会議・農業経営相談会の開催（県農業経営・就農支援センターの設置）

イ 農業経営の法人化、経営継承等に関する経営相談や専門家による指導・助言

（２）事業主体 県（一部を（公社）秋田県農業公社へ委託）

３ 農業経営マネジメント力習得支援事業 5,158千円（○入 5,158千円）

（１）事業内容

①次世代農業経営者ビジネス塾の開催

次世代の本県農業を担うトップランナーを育成するため、農業法人後継者や園芸メガ団地事業実施者等に対

し、農業経営の各分野の専門家の講義とグループ討議で構成された集合研修を実施する。

ア 受講者数 20名

イ 実施回数 ７回（受講期間は２年間）

②プロ農業経営体育成支援事業

企業的な農業経営を行うプロ農業経営体を育成するため、経営顧問を農業法人に派遣し、経営戦略の策定や

人事評価制度の制定など、法人内部から経営改善活動を支援する。

ア 対象法人 ３法人

イ 経営顧問 ３名（中小企業診断士）

（２）事業主体 県（②の一部は（一社）秋田県農業会議へ委託）

４ 集落営農構造再編ステップアップ事業【６月補正】

当 初 8,237千円（○入 8,197千円、○諸 40千円）

→補正後 8,708千円（○入 8,197千円、○諸 40千円、㊀471千円）

集落型農業法人の経営体質の強化や人材確保による次代への円滑な経営継承を図るため、法人間の合併・連携

による構造再編の取組を支援する。

（１）事業内容

①構造再編や経営継承に係る意識啓発・機運醸成

連携推進会議の開催（１回）、集落での話し合いの推進、対象の絞り込みを目的とした現状把握調査

②チャレンジ地区の設置・支援による県内事例の蓄積

構造再編の検討や事業・経営計画の作成等の支援（16地区）と構造再編後の農業経営支援

③法人経営専門員の設置

構造再編チャレンジ地区への重点的支援、組織運営や経理管理に関する助言指導

ア 人 数 ２名

イ 設置地区 北秋田（鹿角、北秋田、山本、秋田を担当）
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平 鹿（由利、仙北、平鹿、雄勝を担当）

④「第３の担い手」創設検討

構造再編の意欲が高い地域において、新たな営農組織の創設に係る検討を行う。

※第３の担い手：ＪＡ出資型法人、メガファーム、一般社団法人、農業支援サービス事業体等

５ 集落営農連携等強化促進事業 30,774千円（○国 30,774千円）

地域計画に位置づけられている集落営農の連携・合併による、大規模・広域展開での効率的な生産・販売体制

の確立等に向けた取組を支援する。

（１）事業内容

①共同利用機械等の導入経費支援（１／２以内） ５組織

（２）事業主体 市町村

６ 農業労働力確保対策事業 352千円（○入 352千円）

県域で労働力を確保・調整する仕組みを構築するため、秋田県農業労働力サポートセンターの活動を支援する。

（１）構 成 （一社）秋田県農業会議（事務局）、ＪＡグループ、秋田県農業法人協会、秋田県立大学、県等

（２）実施内容 ①ＪＡ無料職業紹介所の開設と運営支援

②雇用確保のための労働環境の整備に関する支援

③多様な人材の確保（観光業との連携、農福連携等）に向けた検討 等

（３）事業主体 秋田県農業労働力サポートセンター、県

７ 農林水産フォーラム開催事業 303千円（○入 303千円）

農林水産業の競争力強化等を図るため、優れた経営事例を広く普及するとともに、県内の農業漁業者等がとも

に意識啓発や情報交換を行う農林水産フォーラムを開催する。

８ 来たれ次期社長候補！経営継承促進事業【６月補正】

当 初 －

→補正後 14,404千円（○一 14,404千円）

（１）事業内容

経営アドバイザーの派遣により、経営継承計画の策定や継承に向けた経営改善を行うとともに、外部人材確保

や事業拡大に向けた雇用環境整備を支援する。

①経営継承や継承に向けた経営改善支援

ア 委託内容 経営アドバイザーの派遣等

イ 委 託 先 秋田県農業会議

②人材確保に向けた環境整備等の取組支援

ア 補助対象 人材の確保に向けた雇用体制や職場環境の整備にかかる経費の一部

イ 補 助 率 １／３以内（補助金上限1,000千円）

（２）事業主体 県（①は（一社）秋田県農業会議に委託）

９ 地域計画実現支援事業【６月補正】

当 初 －

→補正後 703千円（㊀703千円）

各市町村の地域計画（目標地図）の完成度を高める取組を支援する

（１）事業内容

①市町村への伴走型支援

市町村情報交換会の開催や個別ヒヤリングの実施

②目標地図の完成度を高める取組支援

全県研修会（優良事例の横展開）や現地ワークショップの開催

（２）事業主体 県
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事 業 名 経営体育成支援事業 担 当 担い手支援チーム

事業年度 令和３～ 事業主体 市町村 当初予算額 107,085 千円

事 地域計画の目標地図に位置付けられた農業法人等に対し、規模拡大や複合化の 財 国 庫 107,085 千円

業 取組に必要な機械・施設等の導入を支援する。 源

目 内

的 訳

実 １ 農地利用効率化等支援交付金 107,085千円（○国 107,085千円）

施 目標地図に位置付けられた経営体等が、地域が目指すべき将来の集約化に重点を置いた農地利用の姿の実現に

内 向けて、生産の効率化に取り組む等の場合に必要な農業用機械・施設の導入を支援する。

容 （１）支 援 内 容 農業法人等が導入する農業用機械・施設等

（トラクター､田植機､コンバイン等の取得、パイプハウス､乾燥調製設備等の整備）

（２）補 助 率 ①地域農業構造転換支援タイプ 購入３／10以内、リース定額

②融資主体支援タイプ ３／10以内

（３）補助上限額 ①地域農業構造転換支援タイプ 1,500万円

②融資主体支援タイプ 300万円

（４）実 施 計 画 ①地域農業構造転換支援タイプ ３市町村、５地区、５経営体

②融資主体支援タイプ 11市町村、23地区、27経営体

〔上記のほか、Ｒ７.２月補正で措置〕

担い手確保・経営強化支援事業 160,502千円（○国 160,502千円）

農産物の輸出に向けた取組など意欲的な取組により農業経営の発展を図ろうとする担い手に対し、必要な農

業機械・施設等の導入を支援する。

（１）補 助 率 国１／２以内（融資主体型補助）

（２）補助上限額 ①法人 3,000万円

②法人以外 1,500万円

（３）実 施 計 画 ７市町、14地区、15経営体
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事 業 名 農業委員会費 担 当 担い手支援チーム

事業年度 昭和26～ 事業主体 農業委員会、（一社）秋田県農業会議 当初予算額 244,601 千円

６月補正後 247,501 千円

事 農業委員会及び農業委員会ネットワーク機構（（一社）秋田県農業会議）の組 財 国 庫 237,501 千円

業 織体制の整備を図り、農地制度の適正な運用や農地の有効活用の促進など、農業 源 一 般 10,000 千円

目 委員会等の機能が十分に発揮されるよう支援する。 内

的 訳

実 １ 農業委員会交付金 111,803千円（○国 111,803千円）

施 農業委員会が行う法令事務等に要する基礎的な経費を助成する。

内 （農業委員及び農地利用適正化推進委員手当、職員設置費、農地調査・資料整備費）

容 （１）実施主体 農業委員会

（２）補 助 率 定額

２ 農地利用最適化交付金 80,000千円（○国 80,000千円）

農地利用の最適化に向けた農業委員及び農地利用最適化推進委員の活動に係る報酬や農業委員会事務局の活動

に要する経費を助成する。

（委員等の成果及び活動実績に応じた交付金、委員会の実績に応じた交付金）

（１）実施主体 農業委員会

（２）補 助 率 定額

３ 農業委員会ネットワーク機構負担金 21,258千円（○国 11,258千円、○一 10,000千円）

農業委員会ネットワーク機構が行う農地法業務に要する経費や職員の設置に要する経費を助成する。

（役職員手当（常設審議委員）、職員給与費等（給与費・法定福利費）、事務等経費）

（１）実施主体 （一社）秋田県農業会議

（２）補 助 率 国定額、県定額

４ 機構集積支援事業 31,540千円（○国 31,540千円）

農地中間管理機構による担い手への農地集積・集約化を促進するため、農業委員会による遊休農地の所有者へ

の利用意向調査等に要する経費を助成する。

（１）実施主体 （一社）秋田県農業会議、農業委員会

（２）補 助 率 定額

５ 所有者不明農地対策事業【６月補正】

当 初 －

→補正後 2,200千円（○国 2,200千円）

地域計画の実現及び農地の集積・集約を加速化するため、関係機関と連携して所有者不明農地対策に要する経

費を助成する。

（１）実施主体 （一社）秋田県農業会議

（２）補 助 率 定額

６ 女性が変える未来の農業推進事業【６月補正】

当 初 －

→補正後 700千円（○国 700千円）

秋田県農業委員会女性協議会が実施する女性農業委員の登用促進に向けた取組や各地域での活動に要する経費

を助成する。

（１）実施主体 秋田県農業委員会女性協議会

（２）補 助 率 定額
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事 業 名 農地中間管理事業等推進基金積立金 担 当 担い手支援チーム

事業年度 平成25～ 事業主体 県 当初予算額 3,846 千円

事 農業経営の規模拡大や農地の集団化等に必要な農地の流動化を促進するために 財 財 産 3,846 千円

業 設置した「農地中間管理事業等推進基金」の積立・運用を行う。 源

目 内

的 訳

実 １ 基金積立金（運用益分） 3,846千円（○財 3,846千円）

施 （１）運 用 額 640,875千円（令和６年度末基金残高）

内 （２）運用方法 ＮＣＤ（譲渡性預金）12か月、金利0.600％

容 （３）運 用 益 3,845千円
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事 業 名 農地中間管理総合対策事業【農地中間管理事業等推進基金・地域活性化対 担 当 担い手支援チーム

策基金】

事業年度 平成26～ 事業主体 県、市町村、農地中間管理機構 当初予算額 834,484 千円

事 本県農業の持続的な発展を図るため、認定農業者等に対して、農地中間管理機 財 国 庫 205,627 千円

業 構が行う農地の賃貸借や売買により、農地の利用集積を進める。 源 繰入金 628,857 千円

目 内

的 訳

実 １ 農地中間管理事業 239,268千円（○国 190,518千円、○入 48,750千円）

施 農地中間管理機構が行う賃貸借、農地の管理のほか、遊休農地を再生して貸し付ける取組に対し助成し、認定

内 農業者等担い手の経営規模の拡大及び農地の集積・集約化を促進する。

容 （１）事業内容

①農地の賃料、農地の管理・保全に要する経費に助成

②遊休農地を借り受け、簡易な整備を行い担い手に貸し付ける経費を助成

③機構の運営及び業務委託費等に要する経費に助成

④事業推進活動及び指導監督等

（２）事業主体 県、農地中間管理機構

（３）補 助 率 国定額、国７／10、県３／10

２ 農地売買支援事業 25,182千円（○国 15,109千円、○入 10,073千円）

農地中間管理機構が行う農地の売買に対して助成し、認定農業者等担い手の経営規模の拡大及び農地の集積を

促進する。

（１）事業内容 業務運営に要する経費に助成

（２）事業主体 農地中間管理機構

（３）補 助 率 国６／10、県４／10

３ 機構集積協力金交付事業 552,149千円（○入 552,149千円）

農地中間管理機構を通じて担い手への農地集積・集約化に取り組む地域へ協力金を交付する。

（１）地域集積協力金

機構への貸付け又は当該貸付けと一体的に行われる機構を通じた農作業委託により、担い手への農地集積・

集約化を図る場合に、協力金を交付する。

①交付要件 対象農地のうち１割以上が新たに担い手に集積されること、または地域の農地面積に占める同一

の耕作者の１ha以上の団地面積割合が10％以上増加すること

②交付単価 2.8万円～3.4万円／10a

（２）集約化奨励金

機構からの転貸又は機構を通じた農作業受託により農地の集約化を図る場合に、奨励金を交付する。

①交付要件 地域の農地面積に占める同一の耕作者の１ha以上の団地面積割合が10％以上増加すること等

②交付単価 1.0万円～3.0万円／10a

（３）推進事業費

①事業内容 事業に係る通信・消耗品費、旅費、振込手数料、交付事務費等への助成

②事業主体 県、市町村

４ 大潟村方上地区農地利活用推進事業 17,885千円（○入 17,885千円）

大潟村方上地区の農地の利活用を推進するための費用を補助する。

（１）事業内容 地積測量（25ha）、自然環境調査、利活用検討委員会開催

（２）事業主体 （公社）秋田県農業公社、県

（３）補 助 率 10／10以内
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事 業 名 あきたで農業を！新規参入者定着事業【地域活性化対策基金】 担 当 担い手支援チーム

事業年度 令和４～ 事業主体 県、市町村、（公社）秋田県農業公社等 当初予算額 11,030 千円

６月補正後 15,796 千円

事 県内外からの新規参入者の確保と定着を図るため、研修機会の提供や就農促進 財 繰入金 11,030 千円

業 ＰＲに取り組むほか、市町村によるサポート体制の整備を支援する。 源 一 般 4,766 千円

目 内

的 訳

実 １ 新規参入者確保マッチング推進事業 10,370千円（○入 10,370千円）

施 新規参入希望者の就農を促進するため、就農相談専門員を配置するとともに、インターンシップ研修の実施や

内 農地確保等に関する支援を実施する。

容 （１）事業内容

①農業法人インターンシップ研修の実施

インターンシップ期間中の参加者の滞在経費への助成（定員20名、１回あたり２日以上15日以内）

②専門員設置による就農相談・フォローアップ体制の強化

就農希望者のニーズに対応した研修誘導や就農先の紹介、新規参入者と就農地のマッチング支援に取り組む

ほか、新規参入者の就農後の定着に向けたフォローアップ活動を実施

（就農定着コーディネーター１名、新規参入サポート専門員１名を設置）

（２）事業主体 （公社）秋田県農業公社、県

（３）補 助 率 10／10以内

２ 魅せる農業！情報発信強化事業【６月補正】

当 初 660千円（○入 660千円）

→補正後 3,346千円（○入 660千円、㊀2,686千円）

本県農業の魅力発信を強化するため、新規就農に関するウェブサイト「秋田就農ナビ」の掲載内容を充実化し、

「秋田での就農」に関するＰＲを実施する。

（１）事業内容

①新規就農情報のＰＲ

②新規就農に関するウェブサイトの掲載内容の充実化

（２）事業主体 （公社）秋田県農業公社

（３）補 助 率 10／10以内

３ あきたに呼び込め！雇用就農実態調査事業【６月補正】

当 初 －

→補正後 2,080千円（㊀2,080千円）

秋田での就農に関心のある者への呼びかけを強化し、雇用就農の拡大を図るため、受け入れる農家の後継者に

係る実態等を調査する。

（１）事業内容

①受け入れる農家の後継者等に係る実態調査

ア 調査対象 県内の農業法人

イ 調査手法 アンケート調査（民間委託）

ウ 調査項目 後継者の有無等の実態、事業継承の意向等

②優良事例・就農相談会参加者の意向調査

実施内容 首都圏や先進地に赴き就農希望者の意向調査等を実施

③試用雇用に向けた事務経費補助

ア 補助対象 短期間の雇用就農を受け入れる農業法人等

イ 補助内容 お試し雇用就農を実施する法人に事務経費等を補助

ウ 補助金額 一人当たり上限 60千円（20千円×３ヶ月）

（２）事業主体 県
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事 業 名 青少年育成普及事業のうち農村青少年総合技術研修事業 担 当 担い手支援チーム

事業年度 平成７～ 事業主体 県 当初予算額 858 千円

事 新規就農者の一層の確保のため、農業関係高等学校の生徒を対象に、就農に対 財 国 庫 692 千円

業 する意識啓発の研修を実施し就農を誘導する。 源 一 般 166 千円

目 内

的 訳

実 地域農業の現状や先進技術の視察を通じ、営農後のイメージづくりに資するとともに、先輩農業者との意見交換

施 や講演会により就農意欲を喚起する。

内 １ 事業内容

容 （１）地域の先進農家視察、農作業体験（インターンシップ）等

（２）先輩青年農業者との意見交換

（３）情報提供（研修制度、制度資金等）

（４）講演会、発表会

２ 事業対象

県内の農業関係高等学校（特に進路が決まる前の１、２年生を主体に実施）

事 業 名 青少年育成普及事業のうち講座制研修事業 担 当 担い手支援チーム

事業年度 平成７～ 事業主体 県 当初予算額 1,974 千円

事 学習意欲の高い農村青少年を対象として、就農しながら、農業技術・経営等に 財 国 庫 1,488 千円

業 関する体系的な研修が受けられる講座制の研修を行い、優れた青年農業者の確保 源 一 般 486 千円

目 ・育成に資する。 内

的 訳

実 １ 講座制研修

施 農業近代化ゼミナール会員等青年農業者を対象とした、地域振興局段階の作目別研修

内 （稲作・野菜・花き・果樹・畜産の部門別技術研修、農業経営研修）

容

２ 農村青少年指導者研修

農業青年地域リーダー等を対象としたグループリーダー研修

３ ウィンターフォーラム開催事業

プロジェクト発表会、講演、表彰

４ 経営管理指導

農業簿記等講習、資料作成
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事 業 名 青少年育成普及事業のうち農業士育成事業 担 当 担い手支援チーム

事業年度 平成７～ 事業主体 県 当初予算額 812 千円

事 優れた農業技術を駆使し経営を実践している者を農業士に認定し、農業者とし 財 国 庫 699 千円

業 ての誇りと自信を持たせ青年の育成指導に資する。また、女性農業者の社会的評 源 一 般 113 千円

目 価を高めるとともに、農業・農村活性化の女性リーダーとしての活動を促進する。 内

的 訳

実 １ 農業士の育成

施 （１）農業士の認定

内 ＜参考＞令和６年度認定者：20名（青年９名、女性２名、指導９名）

容 （表）農業士認定実績（令和７年２月現在）

開始年度 認定者数

青年農業士 昭46～ 286名

経営農業士 昭48～平19 373名

指導農業士 昭52～ 564名

女性農業士 平５～ 245名

計 1,468名

（２）地区別研究集会の実施

各地域振興局（地区農業士会）で年１回開催

（３）農業士研究集会等

①農業士交流研究会 講演、意見交換

②農林水産フォ－ラム 農業士認定式、講演、事例発表、情報交換

２ 家族経営協定

家族経営協定推進情報交換会の開催

（１）家族経営協定の普及啓発・締結への誘導

（２）家族経営協定締結についての事例紹介、情報交換、既締結者に対するフォローアップ

事 業 名 青少年育成普及事業のうち普及指導協力委員活動促進事業 担 当 担い手支援チーム

事業年度 平成７～ 事業主体 県 当初予算額 991 千円

事 新規就農者の育成等、地域農業振興の指導者を普及指導協力委員（指導農業士） 財 国 庫 638 千円

業 として委嘱し、その情報交換や研究活動を促進することで、協同農業普及事業の 源 一 般 353 千円

目 内容の充実を図る。 内

的 訳

実 １ 新規就農者等に対する助言指導

施 就農促進会議における助言、農業近代化ゼミナールとの共同研修による指導活動等を行う。

内

容 ２ 研究会開催・先進事例調査活動、情報収集活動

農業士交流研究会、女性農業者先進事例調査活動、東北・北海道地域農業士研究会等に係る費用
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事 業 名 新規就農総合対策事業【地域活性化対策基金】 担 当 担い手支援チーム

事業年度 平成22～ 事業主体 県、市町村、（公社）秋田県農業公社 等 当初予算額 418,387 千円

６月補正後 443,857 千円

事 県内での就農を希望する若者等の多様な就農ニーズに対応した農業研修の実施 財 諸収入 380,377 千円

業 や、営農初期の新規就農者への資金の交付など、総合的な就農支援を行い、将来 源 繰入金 52,590 千円

目 の秋田県農業を担う新規就農者の確保・育成を図る。 内 一 般 10,890 千円

的 訳

実 １ 未来を担う人づくり対策事業 29,832千円（○入 29,832千円）

施 農業を志す若者等が円滑に就農できるよう、県試験場、先進農業者、市町村農業研修施設において、就農に必

内 要な生産技術や経営管理知識を習得するための実践的な研修を実施する。

容 （１）事業内容

研 修 名 研 修 内 容 事業 研修助成 負担 人数 予算額

（期間）［場所］ 主体 研修生 受入先 割合 (うち奨励金) (千円)

①秋田アグリフロンティア 各試験場、先進農業者等に 県 奨励金 謝 礼 県７ 37(17) 10,710

育成研修（２年間） おける長期の技術・経営研 75千円／月 40千円／月 市町村３

［ 県試験場、先進農業者等 ］ 修 （現地研修）

②地域で学べ！農業技術研修 市町村農業研修施設等にお 市町村 奨励金 － 県５ 50(20) 9,000

（６か月～２年間） ける技術・経営研修 75千円／月 市町村５

［ 市町村農業研修施設等 ］

③県受入体制整備運営費 県試験場等の研修運営
県 － － － －

10,122

計 87(37) 29,832

２ 農業次世代人材投資事業 323,427千円（○諸 323,427千円）

次世代を担う農業者となることを志向する者（就農時49歳以下、前年度の世帯所得600万円未満）に対し、就

農前研修期間の生活安定と就農直後の経営確立に資する資金を交付する。

（１）事業内容

①農業次世代人材投資事業

ア 準備型（就農準備資金）

(ｱ) 対 象 者 50人

(ｲ) 交付金額 1,500千円／人・年、最長２年間

イ 経営開始型（経営開始資金）

(ｱ) 対 象 者 160人

(ｲ) 交付金額 最大1,500千円／人・年、最長３年間

②推進事業費

ア 市町村等推進事業費

イ 県推進事業費

（２）事業主体 ①ア：（公社）秋田県農業公社、①イ：市町村

②ア：市町村、（公社）秋田県農業公社、②イ：県

（３）補助率 定額

３ 新規就農者経営発展支援事業【６月補正】

当 初 57,574千円（○諸 38,416千円、○入 19,158千円）

→補正後 79,444千円（○諸 52,996千円、○入 19,158千円、㊀7,290千円）

経営開始時に49歳以下の認定新規就農者に対して、機械・施設、家畜導入等に要する経費を助成する。

（１）補 助 率 国１／２以内、県１／４以内

（２）支 援 額 補助対象事業費上限1,000万円（経営開始資金の交付対象者は上限500万円）。

（３）事業主体 市町村

４ 来たれミドルエイジ！農業人材確保強化事業【６月補正】

当 初 3,600千円（○入 3,600千円）

→補正後 7,200千円（○入 3,600千円）㊀3,600千円）

経営開始直後の中年層（50歳以上60歳未満）の独立・自営就農者に対して資金を給付する。

（１）対 象 者 ６人（新規３人、継続３人）

（２）給 付 額 最大1,200千円／人・年、最長３年間（夫婦型は1,800千円／夫婦・年）
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（３）事業主体 市町村

（４）補 助 率 定額

５ 農業教育高度化事業 3,954千円（○諸 3,954千円）

農業関係高等学校における農業教育の高度化を図り、若者の就農意欲を喚起するため、外部講師による出前授

業や先進農家等の現場での実践研修等を行う。

事 業 名 農業研修センター費 担 当 担い手支援チーム

事業年度 平成13～ 事業主体 県 当初予算額 12,040 千円

事 農業経営者や新規就農者等の若手農業者、農業経営の後継者等を対象とした農 財 使用料 3 千円

業 業に関する知識・技術の研修を実施する。 源 財 産 6,124 千円

目 内 諸収入 2,576 千円

的 訳 一 般 3,337 千円

実 １ 管理運営費 10,654千円（○使３千円、○財 6,124千円、○諸 2,251千円、○一 2,276千円）

施 （１）農業研修センターの概要

内 農業の知識や技術に関する研修を実施する機関であり、平成26年度より秋田県農業試験場に移転した。

容

２ 研修事業費 1,386千円（○諸 325千円、○一 1,061千円）

（１）農業経営者研修

就農希望者や農業経営者等を対象に、農業経営や生産技術等に関する研修を実施する。

（２）次世代農業経営者ビジネス塾

農業法人後継者等を対象に、各分野専門家等による講義とグループ討議で構成された集合研修を実施する。

事 業 名 生態系公園環境整備事業 担 当 担い手支援チーム

事業年度 令和６～７ 事業主体 県 当初予算額 126,027 千円

事 農業研修センター生態系公園観賞温室について、譲渡後に、年間を通じた集客 財 一 般 126,027 千円

業 の拠点として利活用が図られるよう、屋根雨漏りの修繕工事を行う。 源

目 内

的 訳

実 １ 観賞温室修繕事業 126,027千円（㊀126,027千円）

施 観賞温室の雨漏りの修繕工事を行う。

内 （１）内容 生態系公園観賞温室屋根防水改修工事

容 （２）工期 令和７年４月～１２月

（３）内訳 工事請負費125,527千円、委託料（設計監理）300千円、需用費200千円
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事 業 名 施設・設備整備費 担 当 研究推進チーム

事業年度 平成25～ 事業主体 県 当初予算額 21,993 千円

事 農林水産業の情勢変化に対応し、新たな生産技術等を見据えた試験研究を行う 財 一 般 21,993 千円

業 ため、公設試験場の設備・機械等を整備する。 源

目 内

的 訳

実 １ 施設設備緊急整備事業

施 公設試験場の老朽化した設備等を緊急的に整備する。

内 （１）農業試験場 8,525千円

容 （２）畜産試験場 7,818千円

（３）水産振興センター 5,650千円

事 業 名 農業ＤＸを牽引する公設試デジタル化推進事業【地域活性化対策基金】 担 当 研究推進チーム

事業年度 令和３～７ 事業主体 県 当初予算額 8,950 千円

６月補正後 11,269 千円

事 公設試験研究機関の情報通信インフラ整備など試験研究環境のデジタル化を推 財 繰入金 8,943 千円

業 進し、デジタル技術を活用した次世代農業技術の開発と普及を図ることにより、 源 諸収入 7 千円

目 農業ＤＸを実現し、本県の農業の生産性向上と持続性の両立を目指す。 内 一 般 2,319 千円

的 訳

実 １ 情報通信インフラ整備事業 1,689千円（○入 1,689千円）

施 公設試に整備した情報通信インフラを活用し、農業ＤＸの実現に向けた試験研究を加速化する。

内

容 ２ デジタルデータ活用研究推進事業 7,217千円（○入 7,210千円、○諸 7千円）

デジタル技術を活用した次世代農業技術の現場実装を推進するため、産学官が連携し、農業ＤＸの実現に向け

た試験研究・実証を行う。

（１）農 業 試 験 場 ＡＩ技術を活用した野菜病害防除技術の確立

（２）果 樹 試 験 場 スマートグラスを用いた技術習得・補助システムの開発

（３）畜 産 試 験 場 若い担い手支援のための遠隔技術支援の検討・実証

（４）水産振興センター 漁業情報のデジタル化による漁業と流通の活性化支援

（５）林業研究研修センター スマートセンシングによるコンテナ苗の安定生産システムの開発

３ 農林水産情報基盤構築事業 44千円（○入 44千円）

農業者や農業指導者等がデジタルデータを活用した、データ駆動型農業を実践するため、県立大学と連携して

公設試の調査研究データ等を格納する農林水産情報基盤を構築する。

（１）農林水産情報基盤の整備 情報基盤内のデータの拡充・更新

（２）データ活用モデルの実装 水稲生育（収穫期）予測システム、ネギベと病発生予察システム

４ スマート農業普及促進対策事業 当 初 －

→補正後 2,319千円（㊀2,319千円）

スマート農業の普及を促進するため、スマート技術実践農家との情報交換の場を設けるとともに、スマート技

術の導入に対するハードルを下げるための情報発信を行う。

（１）スマート農業推進フォーラムの開催

（２）スマート技術の普及促進に向けた動画の作成
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